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明治大学農場特任教員公募要領 

 

明治大学 

農場長  針谷敏夫 

 

この度，明治大学農場では，下記の要領で特任教員を公募することとなりました。つき

ましては，下記の要領にしたがいご応募ください。 

 

記 

 

1. 公募人員および採用予定資格：特任准教授または特任講師 1名 

 

2. 勤務形態：常勤（任期あり:任用日から 2022年 3月 31日まで） 

 

3. 任用予定年月日：2017年 4月 1日（任用期間：5年間（更新なし）） 

 

4. 研究分野：生物系―農学―生産環境農学―園芸科学または作物生産科学― 

 

5. 研究分野の内容： 

明治大学農場では，有機栽培から養液栽培等の先端技術を駆使した栽培まで，環境に

優しく生産性・効率性の高い都市型農業を実践している。作物生産から農産物加工，出

荷，販売までの連続した作物生産システムを用いて，実習教育，研究，市民講座，農産

物販売を行っている。 

こうした都市型農業を実践している大学農場の機能や期待をより発展させるために

は，本農場を十分に活用した作物生産と実習教育を行うと共に，新たな作物生産システ

ムの開発や付加価値のある作物生産，等の展開が重要である。そのためには，栽培の基

礎と実際を熟知した上で，従来の農業分野にイノベ－ションを展開することが必要であ

る。以上の背景から，次の事項に取り組める人材を求めています。 

①農学部学生対象の「農場実習」および全学部学生対象の学部間共通総合講座「農場

実習入門」を担当できること。 

②対外的な業務（見学者対応，セミナー開講，国際連携，地域連携，等）が推進でき

ること。 

③新たな発想での教育・研究・農場運営を展開でき，学術的な情報発信ができること。 

 

6. 職務内容：学生の実習教育，上記の研究および農場の運営活動 

 

7. 勤務地：明治大学農場（〒215-0035 神奈川県川崎市麻生区黒川 2060-1） 

http://www.meiji.ac.jp/agri/kurokawa/index.html  

 



8. 応募資格 

（1）作物生産に関わる実務経験があること。 

（2）博士の学位を有する者または同等の能力を有する者で，日本語の能力が十分にある者。 

（3）査読付き学術論文または書籍等の業績が 3件以上のある者（その内筆頭著者が 1件以

上）。 

（4）農場の教育・研究に理解と熱意があり，さらに対外的な業務を含む農場運営に積極的

に貢献できる者。 

 

9. 待遇 

学校法人明治大学特任教員の給与等に関する規程等により処遇 

 

10. 提出書類 

（1）履歴書：農学部 HP（http://www.meiji.ac.jp/agri/recruit/index.html）の書式をご利

用下さい。記載にあたっては記入上の注意，記入例に従ってください。・・1通 

（2）業績書：農学部 HPの書式をご利用下さい。記載にあたっては記入上の注意，記入例

に従ってください。・・1通 

（3）主要業績の別刷り（5編以内：日本語あるいは英語で公表されたもの，コピー可） 

（4）現在までの研究，教育，社会貢献等の概要（1200字程度）・・A4×1 枚（書式自由） 

（5）着任後の抱負やアピ―ル（1200字程度）・・A4×1枚（書式自由） 

（6）推薦状があれば添付しても結構です（書式自由） 

※ 提出書類は原則として返却いたしませんので，ご了承ください。なお，個人情報   

につきましては責任を持って処理いたします。 

※ 最終選考時（面接時）には，健康診断書の提出が別途，必要となります。 

※ 連絡先（郵便送付先，電話番号，E-MAILアドレス）を必ず明記してください。 

 

11. 応募締切り：2016年 10月 8日（土）（必着） 

 

12. 応募書類の送付先 

〒214-8571 神奈川県川崎市多摩区東三田 1-1-1 明治大学農学部 農場長 針谷敏夫 

※ なお，封筒に朱書きで「明治大学農場特任教員応募書類在中」と明記し，簡易書留

で郵送してください。 

 

13. 選考方法 

（1）第 1次選考： 書類選考 

（2）第 2次選考： 面接（書類選考通過者に限り実施）  

※ 原則として，面接のための旅費等は支給しません。 

 

14. 問い合せ先 

〒214-8571 神奈川県川崎市多摩区東三田 1-1-1 明治大学農学部事務室 

Fax: 044-934-7902  E-mall: agri@mics.meiji.ac.jp 

（電話での問い合わせには応じかねます） 



 

15. その他 

本学では，男女共同参画社会の実現に向けて，女性研究者の積極的な応募を期待してい

ます。 


